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心
房
細
動
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と
は
、
心
房
が
痙
攣

し
た
よ
う
に
細
か
く
震
え
血
液
を
う

ま
く
全
身
に
送
り
出
せ
な
く
な
る
不

整
脈
の
一
種
で
す
。
心
臓
の
中
で
血

液
が
よ
ど
み
、
血
の
固
ま
り
︵
血
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が
で
き
て
血
流
に
乗
っ
て
運
ば
れ
、

体
の
あ
ち
こ
ち
で
血
管
を
詰
ま
ら
せ

る
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
特
に

脳
の
血
管
を
詰
ま
ら
せ
て
﹁
脳
梗
塞
﹂

を
起
こ
し
た
場
合
は
生
死
に
か
か
わ

る
こ
と
が
あ
り
、
死
亡
し
な
い
ま
で

も
﹁
言
語
障
害
﹂
や
﹁
運
動
麻
痺
﹂

な
ど
の
重
い
後
遺
症
が
残
り
、
患
者

さ
ん
や
患
者
さ
ん
ご
家
族
の
生
活
を

大
き
く
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
心
房
細
動
で
は
脳
梗
塞
を
防

ぐ
た
め
に
薬
を
使
っ
て
血
栓
が
で
き

な
い
よ
う
に
す
る
治
療
、
す
な
わ
ち

﹁
抗
凝
固
療
法
﹂
を
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
心
房
細
動
と
診
断
さ
れ
た

ら
放
置
せ
ず
に
、
き
ち
ん
と
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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　去った９月２日に沖縄県と市町村が主催する「沖縄県総合防災訓

練」へ当院のDMAT（災害派遣医療チーム）が参加いたしました。

この訓練は沖縄県が中心となって毎年実施している大規模な訓練

で県内各医療機関の DMATはもちろん、県内の消防機関、沖繩県

警、自衛隊（陸・海・空）電力、ガス、水道、通信、物流などのイン

フラ関係団体など様々な分野が参加され、防災関係機関と地域の

連携強化を目的としています。

　今年は北部地域で地震及び津波による被害が出ているという想

定で、北部市町村（離島を含む）と周辺海域で傷病者の救出や搬送、

被災者の避難誘導などが行われました。

　当院DMATは名護市の21世紀の森公園にてSCU（広域搬送拠点）

という傷病者を収容・応急処置を施し、受け入れ可能な医療機関へ

の搬送を行う救護拠点での訓練に参加しました。

　SCUでは自衛隊ヘリコプターから次々と運ばれてくる傷病者（模

擬患者）を軽度・中等度・重度と傷病別にトリアージを行い、救護

しました。

　島嶼地域である沖縄県は地震や津波などの大規模災害が発生し

た場合、他県に比べ対応に苦慮することが懸念されている事からも、

平時での備えや訓練は非常に大切だと改めて感じました。

　当院 DMATは災害に備えた訓練と体制構築を今後も継続して行

きます。

食事は、日々の楽しみの一つです。ごく自然なことなので、

わかりにくいかもしれませんが、実は「食べる」という

ことは、舌や唇などいろいろな部分の筋肉を使っていま

す。身体のほかの筋肉と同じように、こうした筋肉も、

年齢を重ねたり、使わずにいると、自然に衰えていって

しまいます。


